
（
緯
碓42 
8
2
0
1
）
に
、
ま
た
、

旧
印
旛
村
で
水
道
を
利
用
し
て
い

る
人
は
、
市
水
道
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
連
絡
が
な
い
と
水
道

を
使
用
し
な
く
て
も
、
基
本
料
金

を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

漏
水
・
悪
徳
業
者
に
ご
用
心

怯
漏
水
の
点
検
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う　
検
針
票
を
み
て
「
使
用
水
量
が

多
い
な
」
と
思
っ
た
ら
、
漏
水
の

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

ず
、
宅
内
の
蛇
口
を
全
て
閉
め
て
、

水
道
を
使
っ
て
い
な
い
状
態
に
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
状
態
で
水
道

メ
ー
タ
ー
の
銀
色
の
部
分
が
回
転

し
て
い
る
と
漏
水
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　
漏
水
の
場
合
で
も
水
道
料
金
を

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
水
道
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
　
宅
地
内
の
水
道
管
は
、
お
客
様

の
財
産
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
点

検
・
管
理
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

怯
悪
質
業
者
に
ご
注
意

　
市
水
道
課
職
員
や
公
的
な
団
体

④
工
事
終
了
後
、
事
業
者
が
市
水

道
課
に
検
査
願
い
を
提
出
。

⑤
市
水
道
課
職
員
が
図
面
に
基
づ

き
検
査
を
実
施
。
合
格
す
る
と
給

水
を
開
始
。

※
給
水
申
込
納
付
金
、
工
事
費
な

ど
は
、
自
己
負
担
で
す
。
工
事
費

に
つ
い
て
は
、
事
業
者
と
よ
く
相

談
し
て
か
ら
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。

水
道
水
の
安
全
性

　
市
営
水
道
は
水
圧
も
充
分
あ
り
、

水
質
基
準
に
基
づ
く
検
査
を
常
時

行
っ
て
い
る
の
で
安
心
し
て
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。　

　
さ
ら
に
、
水
に
不
純
物
が
少
な

い
の
で
、
家
庭
で
使
用
す
る
給
湯

器
な
ど
に
水
あ
か
が
付
き
に
く
い

た
め
、
熱
効
率
が
良
く
、
器
具
の

保
護
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
に
は
お
届
け
を

　
水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
・
移

動
に
関
す
る
こ
と
は
、
全
て
届
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
合
併
前
の
印
西
市
で
水
道
を
利

用
し
て
い
る
人
は
、
水
道
料
金
徴

収
事
務
受
託
者
の「
第
一
環
境
㈱
」

水
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
区

域
に
つ
き
ま
し
て
は
、
千
葉
県
水

道
局
、
旧
本
埜
村
の
一
部
に
つ
い

て
は
長
門
川
水
道
企
業
団
の
給
水

区
域
と
な
り
ま
す
。

水
道
水
の
利
用

　
旅
行
な
ど
で
、
長
い
間
家
を
留

守
に
し
た
時
は
、
給
水
管
の
中
に

水
道
水
が
長
時
間
滞
留
し
て
い
る

た
め
、
消
毒
用
の
塩
素
が
少
な
く

な
り
ま
す
。
念
の
た
め
、
最
初
の

バ
ケ
ツ
一
杯
分
程
度
は
飲
み
水
以

外
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

加
入
手
続
き
の
ご
案
内

　
家
が
市
営
水
道
の
給
水
区
域
内

に
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
、
工

事
は
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

（
以
下
「
事
業
者
」）
に
依
頼
し
ま

す
。

①
事
業
者
に
、
工
事
を
申
し
込
み

む
。

②
事
業
者
が
、
市
水
道
課
に
工
事

の
申
請
書
を
提
出
し
、
承
認
を
受

け
る
。

③
事
業
者
が
図
面
に
基
づ
き
、
施

工
。

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
水
。

日
ご
ろ
か
ら
節
水
を
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。

市
営
水
道
の
概
要

　
市
営
水
道
は
、
市
村
合
併
に
よ

り
、
大
森
・
木
下
・
小
林
地
区
、

松
崎
工
業
団
地
の
ほ
か
、
新
た
に

旧
印
旛
村
の
岩
戸
、
大
廻
、
鎌
苅
、

平
賀
、
平
賀
学
園
台
、
山
田
、
瀬

戸
、
吉
高
が
給
水
区
域
に
加
わ
り

ま
し
た
。

　
現
在
は
、
利
根
川
を
水
源
と
し

た
浄
水
を
購
入
し
て
、
給
水
区
域

内
の
加
入
世
帯
約
5
街
8
8
3
戸

に
年
間
約
1
8
6
万
逢
の
水
を
給

（３）平成２２年（２０１０）６月１日号

　
今
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
は
便

利
に
な
り
、
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
、

い
つ
で
も
き
れ
い
な
水
道
水
が
出

て
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
「
水
」
は
無
限

に
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

水
道
水
の
元
と
な
る
水
は
、
川
の

水
、
ダ
ム
に
た
め
た
水
、
地
下
水

な
ど
で
す
。
川
な
ど
か
ら
取
り
入

れ
た
水
を
安
心
し
て
飲
め
る
水
道

水
に
変
え
る
た
め
に
、
多
く
の
手

間
や
時
間
、
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
の
少
雨
傾
向
に
よ

り
、
渇
水
の
発
生
率
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
毎
日
の
暮
ら
し

　 はは
限りある資限りある資源源

６月１日～７日 ６月１日～７日はは
水道週間　　　　　　水道週間 

心の病気の治療法　その1
シリーズ・心の道標⑭

架社会福祉課障害福祉班（緯内線268）

　心の病の治療法には、大きく分けて「薬物療法」と「精神
療法」があります。　「薬物療法」は薬を使用し、直接「脳」
に働きかけ、さまざまな精神症状を改善する治療法です。
　使用する薬には「抗精神病薬」「抗うつ薬」「抗不安薬」「気
分安定薬」「睡眠鎮静薬」「抗てんかん薬」などがあります。
症状によっては「脳」の血流や代謝を促進する「脳代謝腑活
薬」や「漢方薬」が使用されることもあります。
　「薬物療法」で最も大切なことは「医師の指示を正しく守る」
ことです。　「症状が改善しないから」「数日服用し、症状が改
善した」などの理由で、勝手に増量・減量、中断をしてはい
けません。少なくとも、服用を開始してからは2～3カ月は
継続しましょう。その上で医師に相談してください。
　また、吐き気やふらつきなどの副作用と思われる症状が出
たときも、速やかに医師に相談しましょう。

水

　市内では、地域の子どもたちの安全・安心な生活
環境を整備するとともに地域社会の防犯意識を高め、
市民を巻き込む犯罪の発生を抑止する効果を発揮さ
せるために「こども110番」のステッカーや看板を
家庭や事業所など、地域の中に掲示しています。今
年度も「こども110番」協力家庭・事業所をさらに
拡大し、地域防犯の推進に役立てていきたいと思い
ますので市民のみなさんのご協力をよろしくお願いいたします。
架生涯学習課生涯学習推進班（緯碓98 1120）。

こども110番の推進にご協力を

 印
西
市
地
区
健
康
推
進
員
を
委
嘱

　
去
る
4
月
　
日
に
、
平
成
　
年

21

22

度
印
西
市
地
区
健
康
推
進
員
の
委

嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
区
健
康
推
進
員
は
「
印
西
市

の
人
た
ち
が
こ
れ
か
ら
も
健
康
で

若
々
し
く
楽
し
い
生
活
を
送
る
た

め
に
」
を
活
動
目
標
に
掲
げ
、
自

分
の
健
康
は
自
分
で
つ
く
る
と
い

う
考
え
の
も
と
、
地
域
の
健
康
づ

く
り
の
輪
を
広
げ
る
た
め
活
躍
し

て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
は
、
地
区
活
動
と
し

て
公
民
館
な
ど
で
運
動
や
栄
養
、

休
養
な
ど
に
つ
い
て
講
習
会
を
開

催
し
た
り
、
市
が
行
う
事
業
の
協

力
な
ど
で
、
み
な
さ
ん
の
身
近
な

場
面
で
健
康
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー

役
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
青
字
は
新
規
お
よ
び
再
委
嘱
推

進
員
。

【
印
西
地
区
】

胸
木
下
小
地
区
…
▼
吉
田
文
子
▼

植
本
惠
子
▼
新
田
峰
子
▼
熊
谷
操

▼
今
井
洋
子
▼
後
藤
美
津
子
▼
野

中
イ
ツ
子
▼
椎
名
澄
子
▼
海
寶
康

江
丹
澤
慶
子

胸
大
森
小
地
区
…
▼
板
倉
美
惠
子

▼
西
岡
昭
子
▼
大
谷
美
惠
子
▼
鈴

木
美
智
子

胸
小
林
小
地
区
…
▼
篠
原
俊
子

胸
小
林
北
小
地
区
…
▼
長
谷
川
文

子胸
木
刈
小
地
区
…
▼
三
石
千
恵
▼

大
高
晴
美
▼
松
村
き
み
子
▼
山
田

博
子
▼
吉
田
芳
彦

胸
小
倉
台
小
地
区
…
▼
伊
藤
朗
子

▼
櫻
井
惠
子
▼
中
島
さ
と
子

胸
内
野
小
地
区
…
▼
小
松
亜
希
子

▼
田
中
登
美
子

胸
原
山
小
地
区
…
▼
久
芳
啓
子

胸
高
花
小
地
区
…
▼
奥
山
喜
久
惠

▼
榎
田
絹
江
▼
乾
美
知
男
▼
千
々

石
榮
子
▼
春
日
美
智
子
▼
河
原
直

子胸
西
の
原
小
地
区
…
▼
大
原
ち
づ

子
▼
大
浪
久
美
子

胸
原
小
地
区
…
▼
岡
田
初
枝
▼
伊

藤
京
子
▼
伊
藤
桂
子

【
印
旛
地
区
】　

胸
六
合
小
地
区
…
▼
寺
本
照
子
▼

飯
田
み
よ
▼
米
井
治
子
▼
香
取
晴

子
▼
二
宮
眞
由
美
▼
五
十
嵐
秀
子

▼
富
井
美
佐
子
▼
船
津
次
子
▼
黒

岩
桂
子
▼
天
野
由
利
子
▼
小
山
典

子
▼
平
山
公
子
▼
平
山
正
子

胸
平
賀
小
地
区
…
▼
鵜
澤
玲
子
▼

齊
藤
和
子
▼
森
田
悦
子
▼
岡
本
千

賀
子
▼
和
田
慶
子

胸
宗
像
小
地
区
…
▼
伊
藤
文
子
▼

篠
田
祥
子
▼
武
藤
喜
代
美
▼
根
本

静
子
▼
加
藤
美
枝
子
▼
柴
倉
光
子

▼
栗
原
清
子
▼
齋
藤
恵
智
子
▼
櫻

井
由
紀
子
▼
櫻
井
順
子
▼
宮
内
芳

江
▼
齋
藤
成
子
▼
鶴
岡
栄
子

胸
い
に
は
野
小
地
区
…
▼
山
木
良

枝
▼
川
俣
陽
子
▼
松
本
妙
子
▼
土

谷
美
喜
子
▼
栗
田
真
砂
子
▼
中
島

優
子
▼
山
本
千
重
子

【
本
埜
地
区
】

胸
第
一
小
地
区
…
▼
岩
井
美
佐
子

▼
遠
藤
道
子
▼
川
上
る
り
子
▼
鈴

木
眞
紀
子
▼
土
井
喜
美
子
▼
小
川

君
子
▼
岩
井
博
子
▼
岩
井
則
子

胸
第
二
小
地
区
…
▼
高
原
幸
子
▼

森
山
テ
ル
エ
▼
小
久
保
万
里
▼
古

川
光
子
▼
川
村
香
▼
日
暮
政
江
▼

小
林
和
子
▼
青
柳
和
江

胸
滝
野
小
地
区
…
▼
鈴
木
文
栄
▼

島
田
有
利
子
▼
藤
城
寿
美
江
▼
堀

江
裕
美

　
　
　
　
　
　
　
　
―
敬
称
略
―

架
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓42 
5

5
9
5
）。

　　３月２３日の合併から２カ月
余り経過しましたが、特に混乱
もなく新「印西市」へ順調に推
移しています。改めて、合併に
ご協力をいただいたみなさまに
心からお礼を申し上げます。
　さて、去る５月１１日の平成２２
年第２回印西市議会臨時議会で、
一般会計補正予算が成立いたし

ました。この補正予算は、合併前にそれぞれの市村で編成し
た予算を統合するもので、合併後の印西市の骨格となる予算
になります。
　今回の補正で行う事業は教育関係で、小中学校芸術文化体
験事業２００万５千円（旧印旛・本埜地区を含めた、さわやかハ
ートフルコンサート、小学校芸術鑑賞教室などの経費）や小
学校維持管理補修事業６６１万５千円（合併に伴う旧印旛村４
校・旧本埜村３校分の施設維持管理の修繕費）など。　
　福祉関係で、高齢者在宅福祉事業５１１万３千円（高齢者福祉
タクシー、外出支援サービスなどの在宅福祉サービス事業に
係る経費）や市単独の就園奨励事業１０１万円など。
　環境関係で、合併処理浄化槽設置事業１，７１９万円（環境関係
で、小型合併処理浄化槽設置費補助金）や太陽光発電システ
ム等設置費補助事業１，６００万円（太陽光発電システムおよび太
陽熱利用温水器設置費補助金）など。
　都市機能関係で、道路維持修繕に要する経費１億４，８２８万５
千円（合併に伴う道路維持修繕費）、道路新設改良費１億１，７６２
万５千円（旧印旛の工事２路線および荒野前・鎌始メ線設計
調査など）や都市計画GIS整備事業１７５万４千円（合併に伴
う旧印旛村、旧本埜村の地図および都市計画情報のデータを
構築しシステムに反映させる事業）などになります。
　今回の補正で、平成２２年度の一般会計の総額は歳入・歳出
とも３０９億９，５８２万７千円になります。
　この予算は、市民のみなさんに合併して良かったと思って
いただくため、合併後の一体化を促進する新しいまちづくり
ため執行するものです。

広報いんざい市長室
山 﨑 山 洋

の
職
員
を
装
っ
て
各
家
庭
を
訪
問

し
、
給
水
管
の
清
掃
を
勧
め
た
り
、

検
針
票
だ
け
で
料
金
の
支
払
い
を

求
め
る
な
ど
の
詐
欺
行
為
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
騙
さ

れ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
市
水
道
課
で
は
、
お
客
様
か
ら

の
依
頼
が
な
い
限
り
、
職
員
が
直

接
、
訪
問
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
ま
た
、
職
員
は
「
身
分
証
明
書
」

を
携
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
不
審

に
思
わ
れ
た
場
合
は
、
提
示
を
求

め
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

架
水
道
課
（
本
埜
支
所
内
・
緯
碓97 

1
1
1
1
・
内
線
6
0
3
）。


